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は
じ
め
に

　

天
台
宗
の
古
刹
・
聖
衆
来
迎
寺
に
伝
来
し
た
六
道
絵
（
以
下
本
作
）
は
、
言

わ
ず
と
知
れ
た
鎌
倉
時
代
仏
教
絵
画
の
優
品
で
あ
る
。本
作
は
地
獄
道
四
幅（
等

活
地
獄
・
黒
縄
地
獄
・
衆
合
地
獄
・
阿
鼻
地
獄
）、
餓
鬼
道
一
幅
、
畜
生
道
一
幅
、

阿
修
羅
道
一
幅
、
人
道
四
幅
（
人
道
不
浄
相
・
人
道
苦
相
Ⅰ

（
（
（

・
人
道
苦
相
Ⅱ
・

人
道
無
常
相
）、
天
道
一
幅
、
閻
魔
王
庁
一
幅
、
念
仏
功
徳
説
話
を
描
く
二
幅

（
譬
喩
経
所
説
念
仏
功
徳
・
優
婆
塞
戒
経
所
説
念
仏
功
徳
）
の
全
一
五
幅
で
構

成
さ
れ
る
。
絹
本
着
色
、
寸
法
は
各
縦
一
五
五
・
五
×
横
六
八
・
〇
糎
で
あ
る
。 

寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
が
撰
述
し

た
『
往
生
要
集
』
を
主
な
典
拠
と
し
、絵
画
化
し
た
一
三
世
紀
の
作
品
で
あ
る
。

も
と
、
源
信
が
『
往
生
要
集
』
を
著
わ
し
た
地
、
比
叡
山
横
川
の
霊
山
院
に
伝

わ
り
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
比
叡
山
焼
き
討
ち
前
に
は
聖
衆
来
迎
寺
に

移
送
さ
れ
、
現
在
ま
で
伝
来
し
た
こ
と
が
旧
軸
木
の
修
理
銘
よ
り
判
明
す
る（

（
（

。

　

当
館
へ
は
一
五
幅
の
う
ち
、
一
部
を
ご
寄
託
い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
一
一

月
八
日
か
ら
一
二
月
四
日
に
か
け
て
当
館
で
開
催
し
た
「
開
館
八
〇
周
年
記
念

展 

壺
中
之
展 

―
美
術
館
的
小
宇
宙
―
」
で
は
、
第
五
章
「
尊
キ
モ
ノ
」
に
て

優
婆
塞
戒
経
所
説
念
仏
功
徳
幅
一
幅
を
展
示
し
た
。
今
回
、
展
示
の
た
め
本
作

に
つ
い
て
調
べ
る
に
あ
た
り
、
畜
生
道
、
人
道
、
天
道
の
各
境
涯
を
表
す
幅
に

描
か
れ
た
畜
生
の
図
像
を
め
ぐ
り
、
若
干
の
知
見
を
得
た
の
で
こ
こ
に
報
告
す

る
次
第
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
食
物
連
鎖
（
畜
生
道
幅
）、 

四
種
の
馬
（
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
）、
白

象
（
天
道
幅
）
の
図
像
を
取
り
上
げ
、
従
来
の
説
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
が
さ
ら

に
異
な
る
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
小
さ
く
も
豊
か
な

意
味
を
含
む
図
像
は
、
本
作
に
お
い
て
『
往
生
要
集
』
を
基
礎
と
し
た
六
道
輪

廻
の
構
想
を
支
え
る
重
要
な
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
一
　
畜
生
道
幅
【
　
　
】

　

畜
生
道
幅
は
、
生
物
の
種
々
の
苦
報
を
描
く
幅
で
あ
る
。
上
部
の
色
紙
型
題

辞
は
剥
落
に
よ
り
現
状
で
は
一
部
が
判
読
不
能
で
あ
る
が
、加
須
屋
誠
氏
が『
往

生
要
集
』
大
文
第
一
厭
離
穢
土
の
畜
生
道
解
説
部
分
の
文
言
を
検
討
し
復
元
し

て
い
る（

（
（

。
氏
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

畜
生
道
有
二
根
本
住　

大
海
支
末
雑
人
天
別
論　

有
三
十
四
億
種
類
総

　

論　

不
出
三
一
者
禽
類
二
者　

獣
類
三
者
虫
類
強
弱
相
　
害
昼
夜
之
中

聖
衆
来
迎
寺
本
六
道
絵　

畜
生
図
像
小
考               

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
畜
生
道
幅
・
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
・
天
道
幅 

―

石
川　

温
子

図
1
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常
懐
怖
懼

畜
生
道
に
は
二
種
あ
り
、
根
本
（
龍
）
は
大
海
を
住
処
と
し
、
支
末
（
そ
の

他
の
生
物
）
は
人
道
と
天
道
を
住
処
と
す
る
。
個
別
に
論
ず
れ
ば
三
十
四
億
種

類
に
な
る
が
、
総
じ
て
論
ず
れ
ば
三
種
を
出
な
い
。
即
ち
一
つ
目
は
禽
類
、
二

つ
目
は
獣
類
、
三
つ
目
は
虫
類
で
あ
る
。
強
者
と
弱
者
が
互
い
に
害
し
合
い
、

昼
夜
に
常
に
恐
れ
を
抱
く
境
涯
で
あ
る
と
い
う
。『
往
生
要
集
』
本
文
に
沿
う

内
容
が
色
紙
型
に
記
さ
れ
、
画
面
の
情
景
の
大
枠
が
示
さ
れ
る
。

　

ま
ず
図
像
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
画
面
で
は
、
下
部
に
大
海
を
住
処
と
す
る

龍
が
三
熱
の
苦（

（
（

（
熱
風
熱
砂
、
悪
風
、
子
の
誘
拐
）
に
悶
え
る
姿
を
配
し
、
中

部
か
ら
上
部
に
か
け
て
は
人
道
を
住
処
と
す
る
三
種
の
生
物
が
使
役
や
殺
生
、

捕
食
な
ど
様
々
な
苦
し
み
を
受
け
る
姿
を
描
出
す
る
。
例
え
ば
、
農
耕
の
鋤
引

き
や
荷
物
の
運
搬
に
使
役
さ
れ
る
痩
躯
の
牛
馬
【
図
2
】、
武
士
や
猟
師
の
狩

猟
の
標
的
と
な
る
猪
や
鹿
、
雉
、
ま
た
生
物
間
で
捕
食
さ
れ
る
魚
や
大
蛇
な
ど

で
あ
る
。

　

画
中
の
生
物
は
、
そ
の
苦
報
に
よ
り
、
あ
る
い
は
根
本
の
龍
、
支
末
の
野
生

と
家
畜
と
い
う
よ
う
に
も
分
類
で
き
る
。
龍
な
ら
ば
三
熱
の
苦
、
野
生
な
ら

ば
、
一
つ
目
は
生
物
同
士
の
憎
み
合
う
苦
報
（
捕
食
、
喧
嘩
）
も
し
く
は
人
間

に
よ
っ
て
殺
生
さ
れ
る
苦
報
（
狩
猟
、漁
猟
）
を
受
け
る
。
そ
し
て
家
畜
な
ら
ば
、

人
間
に
よ
っ
て
使
役
さ
れ
る
苦
報
（
農
耕
、
狩
猟
、
運
搬
）
で
あ
る
。 

野
生

の
生
物
は
自
由
だ
が
常
に
命
の
危
機
に
怯
え
、
家
畜
は
常
に
使
役
さ
れ
る
。
家

畜
は
野
生
よ
り
も
苦
痛
が
少
な
い
様
に
聞
こ
え
る
が
、『
往
生
要
集
』
に
は
、「
も

し
は
象
・
馬
・
牛
・
驢
・
駱
駝
・
騾
等
の
如
き
は
、
或
は
鉄
の
鉤
に
て
そ
の
脳

を
斲
ら
れ
、
或
は
鼻
の
中
を
穿
た
れ
、
或
は
轡
を
首
に
繫
ぎ
、
身
に
常
に
重
き

を
負
ひ
て
、
も
ろ
も
ろ
の
杖
捶
を
加
へ
ら
る（

（
（

。」
と
あ
り
、
屠
殺
や
、
鼻
輪
、
轡
、

鞭
打
ち
な
ど
の
身
体
的
苦
痛
が
伴
う
過
酷
さ
が
あ
る
と
す
る
。
結
局
、
畜
生
と

し
て
生
き
る
に
は
、
必
ず
い
ず
れ
か
の
苦
し
み
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
画
中
に
は
分
類
し
難
い
図
像
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
猪
が
蛇 

を
咥
え
、
猟
師
が
そ
の
猪
を
射
よ
う
と
し
、
そ
し
て
更
に
背
後
か
ら
羅
刹
鬼
が

猟
師
を
槍
で
狙
う
と
い
う
一
連
の
図
像
で
あ
る
【
図
3
】。
表
さ
れ
る
生
物
に

若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
命
を
狙
う
連
鎖
の
図
像
は
、
北
野

天
満
宮
所
蔵
「
北
野
天
神
縁
起
絵
」（
根
本
縁
起
）
巻
第
八
、 

極
楽
寺
所
蔵
「
六

道
絵
」
左
幅
、 

禅
林
寺
所
蔵 

「
十
界
図 

」
阿
弥
陀
幅
、 

フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵 

「
六
道
絵
」
畜
生
道
幅
、
水
尾
弥
勒
堂
所
蔵
「
十
王
六
道
絵
」 

右
幅
、
明
王
院

所
蔵
「
光
明
真
言
功
徳
絵
詞
」
中
巻（

（
（

、
当
麻
寺
所
蔵
「
十
界
図
屏
風
」
右
隻

に
も
確
認
で
き
る（

（
（

。

　

中
野
玄
三
氏
や
宮
次
男
氏
、
加
須
屋
氏
ら
は
こ
の
図
像
を
『
往
生
要
集
』
畜 

生
道
解
説
に
説
か
れ
色
紙
型
に
も
記
さ
れ
る
、
弱
肉
強
食
、
食
物
連
鎖
を
意
味

す
る
「
強
弱
相
害
」
と
い
う
言
葉
を
表
し
た
も
の
と
す
る（

（
（

。
中
で
も
加
須
屋
氏

は
更
に
踏
み
込
み
、
こ
れ
を
「
強
弱
相
害
」
の
図
像
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ

の
背
景
に
次
の
話
を
想
定
す
る
。
つ
ま
り
、 

登
場
す
る
生
物
は
異
な
る
が
『
荘

子
』
外
篇
山
木
第
二
〇
に
こ
の
図
像
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
食
物
連
鎖
に
つ

い
て
の
話
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
、
し
か
も
の
そ
の
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻

一
〇
第
一
三
「
荘
子
、
畜
類
の
所
行
を
見
て
走
り
逃
げ
た
る
語
」
と
し
て
も
翻

案
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
荘
子
の
説
話
に
図
像
の
淵
源
を
設
定
す

る
。
そ
し
て
人
間
も
自
己
の
置
か
れ
た
境
遇
を
弁
え
な
い
と
い
う
点
で
、
畜
生

と
変
わ
ら
ぬ
愚
か
な
存
在
だ
と
す
る
訓
戒
的
な
内
容
が
こ
の
図
像
に
は
含
ま
れ

て
い
る
と
述
べ
る
。
筆
者
は
氏
の
こ
の
見
解
に
賛
同
す
る
が
、
し
か
し
他
の
解

釈
の
可
能
性
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　

畜
生
道
幅
を
見
る
際
は
、
畜
生
へ
感
情
を
移
入
す
る
こ
と
が
最
も
期
待
さ
れ
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る
鑑
賞
態
度
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
必
ず
畜
生
を
主
眼
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
畜
生
道
幅
の
図
像
の
見
方
に
つ
い

て
は
、
加
須
屋
氏
の
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る（

（
（

。
氏
は
こ
れ
ら
の
図
像
が
畜
生
の

苦
し
み
で
あ
る
と
同
時
に
人
間
の
悪
行
で
も
あ
る
と
す
る
。

　

畜
生
か
ら
人
間
へ
と
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
移
し
て
み
る
と
、
畜
生
を
苦
し
め

る
人
間
た
ち
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り
、
画
中
に
は
、
畜
生
を
苛
む
あ
ら
ゆ
る
人

間
の
悪
行
が
展
開
す
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
と
り
わ
け
殺
生
行
為
は
、
例
え
ば
、

鹿
を
殺
し
た
者
は
等
活
地
獄
の
別
所
で
あ
る
屎
泥
処
に
堕
ち
る
と『
往
生
要
集
』

地
獄
解
説
部
分（

（1
（

で
説
か
れ
る
よ
う
に
、
犯
せ
ば
堕
地
獄
が
決
定
す
る
悪
行
で
あ

る（
（1
（

。

　

そ
の
よ
う
に
視
点
を
転
換
さ
せ
た
時
、
こ
の
「
強
弱
相
害
」
図
像
に
も
新
た

な
意
味
が
加
わ
っ
て
こ
よ
う
。
筆
者
は
こ
こ
に
、
人
間
の
悪
行
（
殺
生
）
と
そ

れ
に
対
す
る
悪
果
（
堕
地
獄
）
と
い
う
、
因
果
応
報
の
様
が
描
か
れ
て
い
る
と

見
る
。

　

猪
が
蛇
を
捕
ら
え
た
。
そ
こ
を
狙
っ
て
、
次
は
猟
師
が
猪
を
仕
留
め
る
番
で

あ
る
。
矢
を
番
え
て
力
強
く
弓
を
引
く
。
そ
の
矢
は
猪
を
め
が
け
て
真
っ
直
ぐ

に
飛
ん
で
い
く
。
次
の
瞬
間
、
こ
の
猟
師
も
ま
た
背
後
の
羅
刹
鬼
に
よ
っ
て
忽

ち
地
獄
に
連
行
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。 

　

中
世
仏
教
説
話
画
に
お
い
て
俗
人
と
共
に
描
か
れ
る
鬼
形
に
は
、
死
者
の
元

へ
火
車
で
来
迎
す
る
獄
卒
、
あ
る
い
は
本
作
の
人
道
苦
相
Ⅰ
幅
に
見
る
様
に
病

者
に
取
り
憑
く
鬼
な
ど
が
あ
り
、
死
に
ま
つ
わ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
食
物
連
鎖
図
像
の
羅
刹
鬼
も
猟
師
を
死
へ
導
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
殺
生
を
犯
す
こ
と
か
ら
堕
地
獄
の
死
が
も
た
ら
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
一
連
の
図
像
に
は
、
殺
生
と
い
う
悪
行
を
な
す
猟
師
が
、
そ
れ
を
悪
因

と
し
て
地
獄
へ
と
堕
ち
る
運
命
が
図
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
男
の
行
き
先
の
凄
惨

な
こ
と
は
本
作
の
地
獄
幅
に
描
か
れ
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
羅
刹
鬼
の
持
つ
槍

が
、
等
活
地
獄
幅
で
罪
人
を
追
い
や
る
獄
卒
と
同
様
の
二
叉
の
槍
で
あ
る
こ
と

も
、
こ
の
羅
刹
鬼
が
地
獄
に
属
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

　

し
か
し
こ
の
男
は
単
な
る
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
畜
生
道
幅
で
殺
生
を
犯
す
者 

全
て
に
、
や
が
て
こ
の
男
と
同
じ
悪
果
が
到
来
す
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
。
ま 

た
、
加
須
屋
氏
が
具
体
的
な
畜
生
道
転
生
の
説
話
を
挙
げ
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、

殺
生
に
限
ら
ず
畜
生
を
使
役
す
る
人
間
も
同
じ
く
、
そ
の
報
い
と
し
て
来
世
は 

畜
生
道
に
生
ま
れ
る
予
備
軍
と
し
て
見
つ
め
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い（

（1
（

。
畜
生
道

幅
を
見
る
者
は
、
畜
生
へ
の
憐
憫
の
情
を
懐
く
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
苛
む
人

間
の
末
路
に
戦
慄
し
、
自
戒
の
念
を
強
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

画
中
に
人
の
悪
行
を
見
る
な
ら
ば
、
畜
生
道
幅
は
畜
生
道
を
描
く
絵
で
あ
り

な
が
ら
、
他
方
で
人
道
を
も
含
ん
で
い
る
と
も
言
え
る
。
一
幅
内
に
畜
生
道
と

人
道
と
を
併
存
さ
せ
、
さ
ら
に
は
地
獄
道
に
連
な
る
要
素
さ
え
垣
間
見
せ
る
こ

と
で
、
各
境
涯
が
因
果
応
報
の
論
理
に
よ
り
密
接
に
関
わ
り
合
う
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
よ
う
。
で
は
反
対
に
、
人
道
の
中
の
畜
生
図
像
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
　
二
　
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
【
　
　
】

　

人
道
苦
相
Ⅱ
幅
は
、
人
道
の
八
苦
（
愛
別
離
苦
、
怨
憎
会
苦
、
求
不
得
苦
、 

五
盛
陰
苦
）
を
描
く
幅
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
厭
離
穢
土
の
、
人

道
の
苦
し
み
を
解
説
す
る
部
分
に
対
応
し
、
そ
こ
で
「
も
ろ
も
ろ
の
余
の
苦
相

は
眼
前
に
見
る
べ
し
。」
と
略
述
さ
れ
る
文
言
を
戦
や
火
事
な
ど
で
表
象
す
る
。

そ
の
中
に
畜
生
の
苦
し
み
を
伝
え
る
図
像
が
認
め
ら
れ
る
。

　

画
面
上
部
、
火
事
に
駆
け
付
け
た
検
非
違
使
と
思
し
き
4
人
の
乗
る
馬
は
、

嘽
く
仔
馬
（
左
下
）、
勢
い
よ
く
駆
け
る
立
派
な
体
躯
の
馬
（
右
下
）、
冷
静
な

歩
み
を
見
せ
る
逞
し
い
馬
（
左
上
）、
よ
う
や
く
火
事
場
に
辿
り
着
い
た
ら
し

図
4
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い
老
い
さ
ら
ば
え
た
馬
（
右
上
）
に
描
き
分
け
ら
れ
る
【
図
5
】。
騎
乗
す
る

人
間
も
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
若
い
小
柄
な
男
子
、
興
奮
気
味
に
火
事

に
目
を
や
る
青
年
、
慣
れ
た
様
子
の
鉢
巻
の
男
、
力
な
く
馬
に
身
を
任
せ
る
年

老
い
た
男
と
い
う
外
見
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
少
年
、
青
年
、
壮
年
、
老
年
の

四
種
の
人
馬
の
組
合
せ
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
往
生
要
集
』
で
人
道
苦
が
語
ら
れ
る
箇
所
に
、
こ
の
よ
う
な
人
馬
の
老
い

に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
ま
た
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
の
色
紙
型
題
辞（

（1
（

に
も
そ
れ
を

語
る
文
言
は
な
い
。
し
か
し
、
人
道
の
無
常
を
説
く
部
分
に
注
目
す
べ
き
記
述

が
あ
る
。『
涅
槃
経
』
巻
二
の
偈
を
引
用
す
る
箇
所（

（1
（

で
あ
る
。

　
　

一
切
も
ろ
も
ろ
の
世
間
に　

生
け
る
者
は
皆
死
に
帰
す　

寿
命
、
無
量
な

　
　

り
と
い
へ
ど
も　

要
必
ず
終
尽
す
る
こ
と
あ
り　

そ
れ
盛
ん
な
れ
ば
必
ず

　
　

衰
ふ
る
こ
と
あ
り　

合
ひ
会
へ
ば
別
離
あ
り　

壮
年
も
久
し
く
停
ま
ら
ず

　
　

盛
ん
な
る
色
も
病
に
侵
さ
る　

命
は
死
の
為
に
呑
ま
れ　

法
と
し
て
常
な

　
　

る
者
あ
る
こ
と
な
し

　

末
尾
の
「
法
」
と
は
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
者
と
考
え
ら
れ
、
こ 

こ
に
は
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
無
常
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
人
道
苦
相 

Ⅱ
幅
の
四
種
の
馬
と
人
と
は
、
全
て
の
生
物
が
そ
う
し
た
生
死
の
摂
理
か
ら
逃

れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
象
徴
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
画
中
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
馬
は
人
間
の
乗
物
と
し
て
描
か
れ
る
が
、
実
際
は
そ
れ
以
上
の
象
徴
的

な
意
味
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

留
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
根
拠
と
考
え
ら
れ
た
『
涅
槃
経
』
の
偈
が
、

人
道
無
常
相
幅
に
対
応
す
る
節
の
記
述
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
章
に
述
べ
る

よ
う
に
、
四
種
の
馬
と
天
道
幅
の
白
象
の
図
像
は
、
各
幅
に
対
応
す
る
『
往
生

要
集
』
の
節
で
言
及
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
境
涯
が
語
ら
れ
る
節
に
見
ら

れ
る
内
容
を
引
き
込
み
、
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

天
道
幅
に
は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
厭
離
穢
土
の
、
天
道
解
説
部
分
に
説

か
れ
る
内
容
に
ほ
ぼ
忠
実
に
、
忉
利
天
に
お
け
る
天
人
の
苦
報
で
あ
る
五
衰
の

態（
（1
（

が
描
か
れ
る
。
色
紙
型
題
辞（

（1
（

も
『
往
生
要
集
』
を
典
拠
と
す
る
。
画
面
中
央

や
や
下
で
頬
杖
を
つ
き
地
面
に
寝
そ
べ
る
人
物
が
苦
報
を
受
け
る
主
役
で
あ

る
。
こ
の
五
衰
の
苦
報
を
受
け
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
装
束
や
『
往
生
要
集
』

本
文
の
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
、
従
来
言
わ
れ
る
よ
う
な
天
女
で
は
な
く
忉
利

天
の
主
、
帝
釈
天
そ
の
人
で
あ
る
と
す
る
山
本
陽
子
氏（

（1
（

の
指
摘
が
あ
る
。

　

画
面
左
上
隅
は
雑
林
苑
（
西
の
庭
園
）、
画
面
右
上
隅
は
歓
喜
苑
（
北
の
庭

園
）、 

画
面
中
央
右
に
衆
車
苑
（
東
の
庭
園
）、
画
面
中
央
左
に
麁
渋
苑
（
南
の

庭
園
）、
画
面
下
に
は 

曼
陀
枳
尼
と
呼
ば
れ
る
池
が
あ
る
。
中
央
に
は
帝
釈
天

の
居
城
で
あ
る
善
見
城
が
配
さ
れ
、
そ
の
宮
殿
の
右
隅
に
白
象
と
そ
れ
に
対
面

す
る
男
の
姿
が
認
め
ら
れ
る
。【
図
7
】 

　

こ
の
白
象
に
つ
い
て
は
、
色
紙
型
題
辞
に
言
及
は
な
い
。『
往
生
要
集
』
天

道
幅
解
説
部
分
の
「
殊
勝
殿
の
中
に
は
永
く
瞻
望
を
絶
ち
、
釈
天
の
宝
象
に
は

い
ず
れ
の
日
か
同
に
乗
ら
ん
。」
と
い
う
文
言（

（1
（

を
表
し
、
主
を
失
い
寂
寞
と
し

た
宮
殿
を
印
象
付
け
る
添
景
で
あ
る
と
、
先
学
の
見
解
は
一
致
を
見
る
。
そ
れ

に
は
筆
者
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
象
に
向
か
う
男
の
存
在
が
、
こ
の

図
像
に
さ
ら
な
る
意
味
を
加
え
て
い
る
と
考
え
る
。

　

象
は
背
に
鞍
や
鞍
褥
を
付
け
る
。
口
を
開
け
、舌
を
反
ら
せ
て
歯
牙
を
見
せ
、

首
は
下
げ
つ
つ
も
目
線
は
上
げ
た
ま
ま
で
、
対
峙
す
る
人
物
か
ら
目
を
反
ら
さ

ず
威
嚇
す
る
よ
う
な
表
情
で
あ
る
。
四
つ
の
足
で
踏
ん
張
る
が
腰
は
や
や
引
き

気
味
に
見
え
る
。

　

対
す
る
男
は
、
右
手
に
鞭
を
持
ち
、
左
掌
で
そ
の
先
端
を
受
け
る
。
装
束
は

　
　
　

三
　
天
道
幅
【
図
6
】
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上
衣
の
上
に
胸
部
か
ら
下
腹
部
ま
で
を
覆
う
よ
う
に
布
を
当
て
、
腰
紐
で
括
る

と
い
う
も
の
で
、い
わ
ば
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
て
い
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

こ
れ
は
人
道
無
常
相
幅
に
お
い
て
狐
を
狩
る
男
や
、
水
牛
を
屠
殺
所
に
誘
い
出

す
男
に
共
通
す
る
た
め
、
こ
の
男
も
ま
た
生
物
を
扱
う
職
能
を
有
す
る
人
物
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
鞭
を
手
に
す
る
こ
と
か
ら
、
御
者
と
判
断
で
き
る
。
以
上

を
踏
ま
え
る
と
、
象
は
こ
の
鞭
を
持
つ
御
者
に
怯
え
て
い
る
、
も
し
く
は
反
抗

し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、「
宝
象
」
を
表
す
の
み
と
す
る
に
は
あ
ま
り

に
状
況
設
定
が
詳
し
い
。

　

こ
の
図
像
に
宝
象
と
い
う
以
外
の
性
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ 

れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
端
的
に
言
え
ば
、
こ
の
白
象
に
は
、
天

道
に
住
ま
う
帝
釈
天
の
乗
物
と
い
う
側
面
と
、
天
道
に
お
い
て
も
な
お
、
自
由

が
な
く
使
役
さ
れ
る
畜
生
と
い
う
側
面
の
二
つ
の
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と

筆
者
は
考
え
る
。

　

象
に
向
い
鞭
を
持
つ
御
者
の
存
在
は
、
そ
の
考
え
を
確
信
さ
せ
る
。
鞭
ま
た

は
枝
を
手
に
し
た
人
間
に
よ
り
使
役
さ
れ
る
牛
馬
の
図
像
は
、
畜
生
道
幅
に
確

認
で
き
、
そ
の
関
係
性
は
天
道
幅
の
御
者
と
白
象
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
象

が
使
役
さ
れ
る
図
像
は
「
根
本
縁
起
」
巻
第
八
の
畜
生
道
部
分
に
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
象
が
労
役
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
動
物
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
る
。
か
つ
、
既
に
「
一　

畜
生
道
幅
」
で
引
用

（
（
（

し
た

様
に
、
象
は
使
役
さ
れ
る
動
物
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
さ
え
い
る
。
そ
の
よ
う

に
見
れ
ば
、
こ
の
浅
黒
い
肌
を
持
つ
男
の
、
眉
目
を
吊
り
上
げ
、
少
し
口
角
を

上
げ
た
横
顔
に
は
サ
デ
ィ
ス
テ
ッ
ク
な
気
性
ま
で
読
み
取
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、『
往
生
要
集
』
畜
生
道
解
説
部
分
と
畜
生
道 

幅
の
色
紙
型
題
辞
に
は
、「
畜
生
道
の
支
末
は
天
道
と
人
道
に
雑
わ
る
」
と
あ

る
こ
と
を
思
い
返
し
て
ほ
し
い
。
既
に
、
畜
生
道
と
人
道
と
は
混
ざ
り
合
い
世

界
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
は
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
人
道
幅
や
天
道
幅
の
中
に

畜
生
道
の
苦
の
要
素
を
見
出
す
こ
と
は
、『
往
生
要
集
』
の
内
容
に
適
う
の
で

あ
る
。
こ
の
象
も
ま
た
二
つ
の
境
涯
を
背
景
に
持
つ
図
像
と
い
え
よ
う
。

　

最
後
に
典
拠
箇
所
の
指
摘
も
し
て
お
き
た
い
。
白
象
の
図
像
の
根
拠
と
し
た

「
畜
生
道
の
支
末
は
天
道
と
人
道
に
雑
わ
る
」
と
い
う
文
言
は
、『
往
生
要
集
』

大
文
第
一
厭
離
穢
土
の
天
道
幅
が
対
応
す
る
節
に
は
な
く
畜
生
道
解
説
節
（
畜

生
道
対
応
箇
所
）
に
あ
っ
た
。
ま
た
先
述
の
如
く
、
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
の
四
種
の

馬
の
図
像
の
根
拠
と
し
た
偈
は
、
同
書
の
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
が
対
応
す
る
節
に
は

な
く
、人
道
の
無
常
を
解
説
す
る
節
（
人
道
無
常
相
幅
対
応
箇
所
）
に
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
本
作
が
単
に
『
往
生
要
集
』
の
六
道
に
つ
い
て
の
解
説
を
縦

割
り
に
し
、
一
対
一
対
応
で
六
道
を
絵
画
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を

咀
嚼
し
、
一
五
幅
の
画
面
上
に
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
畜
生
道
幅
・
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
・
天
道
幅
の
畜
生
図
像
を
部
分
的
に
取

り
上
げ
て
知
見
を
述
べ
た
。
畜
生
道
幅
で
は
、
人
間
に
害
を
加
え
ら
れ
る
生
物

の
図
像
は
、
同
時
に
人
間
の
悪
行
を
表
し
て
い
る
と
見
方
を
転
換
す
る
こ
と
に

よ
り
、
従
来
食
物
連
鎖
を
示
す
と
さ
れ
る
「
強
弱
相
害
」
の
図
像
に
、
因
果
応

報
の
論
理
を
読
み
解
い
た
。
即
ち
、
猪
を
狩
る
と
い
う
悪
行
を
な
す
猟
師
は
、

殺
生
を
悪
因
と
し
て
、
背
後
の
羅
刹
鬼
に
よ
り
地
獄
堕
ち
の
悪
果
を
受
け
る
こ

と
が
仄
め
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

人
道
苦
相
Ⅱ
幅
に
は
、
人
の
乗
物
と
し
て
若
き
か
ら
老
い
ま
で
の
四
種
の
馬

が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
人
道
の
無
常
を
解
説
す
る

節
に
引
用
さ
れ
る
『
涅
槃
経
』
の
偈
を
表
す
と
考
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
全
て
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の
生
物
が
こ
の
生
死
の
摂
理
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
偈
の
文
意
を
表
象

す
る
の
で
あ
る
。
な
お
か
つ
、
こ
こ
に
は
人
に
使
わ
れ
一
生
を
終
え
る
畜
生
の

苦
さ
え
も
読
み
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
道
幅
の
白
象
は
、
こ
れ
ま
で
帝
釈
天
の
乗
物
と
の
認
識
し
か
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
『
往
生
要
集
』
畜
生
道
解
説
部
分
や
、
畜
生
道
幅
上
部
色

紙
型
に
お
い
て
、
畜
生
は
人
道
と
天
道
に
混
ざ
り
存
在
す
る
こ
と
が
説
か
れ 

て
い
る
こ
と
や
、
象
に
対
峙
す
る
御
者
の
存
在
が
、
畜
生
道
幅
で
使
役
さ
れ
る

牛
馬
と
、
そ
の
傍
ら
で
鞭
も
し
く
は
枝
を
手
に
す
る
人
物
を
連
想
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
白
象
は
帝
釈
天
の
宝
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
畜
生
と

し
て
使
役
さ
れ
る
象
で
あ
る
と
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

　

こ
こ
に
こ
れ
ら
の
畜
生
の
図
像
が
多
義
的
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
複
数
の
側
面
を
持
つ
図
像
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
畜
生
道

幅
に
は
人
道
が
、
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
に
は
人
道
の
無
常
あ
る
い
は
畜
生
道
が
、
天

道
幅
に
は
畜
生
道
が
共
存
す
る
と
言
え
よ
う
。
各
境
涯
を
表
す
各
幅
が
、
そ
れ

ぞ
れ
完
全
に
孤
立
す
る
の
で
は
な
い
。多
義
的
な
図
像
を
介
し
て
、『
往
生
要
集
』

に
示
さ
れ
る
、
一
切
諸
法
が
流
転
す
る
六
道
の
各
境
涯
が
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
他
に
も
こ
の
様
な
図
像
が
ま
だ
隠
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
聖
衆
来
迎
寺
本
六
道
絵
の
う
ち
、
複
数
幅
の
間
に
何
ら
か
の
関

連
が
あ
る
と
す
る
構
想
は
、
既
に
地
獄
道
四
幅
に
構
図
上
の
繋
が
り
を
見
出
す

山
本
聡
美
氏（

（1
（

や
、
阿
修
羅
道
幅
と
天
道
幅
が
両
幅
に
共
通
す
る
帝
釈
天
を
通
じ

一
連
の
話
を
構
成
す
る
と
す
る
山
本
陽
子
氏（

（2
（

に
よ
り
提
示
さ
れ
て
お
り
、
本
作

の
全
体
像
を
検
討
す
る
上
で
考
慮
す
べ
き
視
点
と
思
わ
れ
る
。

　

本
作
は
、
六
道
一
二
幅
、
閻
魔
王
庁
一
幅
、
念
仏
功
徳
二
幅
と
い
う
、
性
格

の
異
な
る
幅
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
全
体
を
通
し
て
は
、
多
様
な
解

釈
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
上
記
の
様
な
図
像
を
通
じ
た
各
幅

間
の
連
関
が
見
出
せ
れ
ば
、
そ
の
先
に
本
作
全
体
の
読
み
解
き
も
改
め
て
展
望

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
市
立
美
術
館
学
芸
員
）



— 17­­ —

　

註　
1　
「
人
道
苦
相
Ⅰ
幅
」「
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
籍
に
準
じ

　
　

た
。
泉
武
夫
・
加
須
屋
誠
・
山
本
聡
美
共
編
著
『
国
宝　

六
道
絵
』、
中
央
公
論
美
術

　
　

出
版
、
二
〇
〇
七
年

2　

本
作
の
研
究
史
や
伝
来
に
つ
い
て
は
山
本
聡
美
氏
に
よ
り
総
括
さ
れ
て
い
る
。
修
理
銘

　
　

の
存
在
は
、
蓮
実
重
康
氏
が
初
め
て
報
告
し
、
そ
れ
を
受
け
大
串
純
夫
氏
が
詳
し
く
検

　
　

討
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
本
作
の
図
像
に
関
し
て
は
、
全
幅
の
図
像
を
検
討
す
る
加
須

　
　

屋
氏
の
論
考
が
あ
る
。
山
本
聡
美
「
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動
」
前
掲
註
１
『

　
　

国
宝
六
道
絵
』
所
収
（
下
記
論
文
を
加
筆
訂
正
増
補
し
再
掲
。
井
上
聡
美
「
聖
衆
来
迎

　
　

寺
所
蔵
『
六
道
絵
』
の
修
復
と
移
動
」『
美
術
史
』
第
一
五
六
号
所
収
、
二
〇
〇
四
年
）

　
　

、
蓮
実
重
康
「
表
具
師
能
阿
弥
と
来
迎
寺
十
界
図
」『
美
術
史
』
第
一
〇
号
所
収
、
一

　
　

九
五
三
年
、
大
串
純
夫
「
六
道
絵
新
資
料
」『
国
華
』
第
七
五
三
号
所
収
、
一
九
五

　
　

四
年
、
加
須
屋
誠
「〈
図
様
と
位
置
づ
け
〉
往
生
要
集
絵
の
成
立
と
展
開
」
前
掲
註
１

　
　
『
国
宝　

六
道
絵
』
所
収
、
加
須
屋
誠
「
全
場
面
解
説
」
前
掲
註
１
『
国
宝　

六
道
絵
』

　
　

所
収

3　

加
須
屋
誠
「
聖
衆
来
迎
寺
本
六
道
絵
「
畜
生
道
図
」
私
見
」『
帝
塚
山
学
院
大
学
論
集
』

　
　

第
三
〇 

号
所
収
、
一
九
九
五
年
、
四
〇
頁

4　
『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
厭
離
穢
土
、
畜
生
道
解
説
部
分
に
「
も
ろ
も
ろ
の
竜
の
衆
は
、

　
　

三
熱
の
苦
を
受
け
て
昼
夜
に
休
む
こ
と
な
し
。」
と
記
す
。
原
漢
文
。
石
田
瑞
麿
校
注

　
　
『
日
本
思
想
大
系
六
源
信
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
三
三
頁
。
以
降
本
稿
で
は
同

　
　

書
掲
載
の
訓
読
文
に
基
づ
き
こ
れ
を
引
用
す
る
。
ま
た
加
須
屋
氏
に
よ
れ
ば
三
熱
の
苦

　
　

と
は
、『
長
阿
含
経
』
巻
一
八
の
閻
浮
提
州
品
に
説
か
れ
る
、
熱
風
熱
砂
に
よ
り
皮
肉

　
　

骨
髄
を
焼
か
れ
る
こ
と
、
悪
風
に
よ
り
装
身
具
が
剥
ぎ
取
ら
れ
る
こ
と
、
金
翅
鳥
に
よ

　
　

り
子
を
誘
拐
さ
れ
る
こ
と
の
三
態
で
あ
る
。
前
掲
註
3
加
須
屋
氏
論
文
、
四
八
頁

5　

前
掲
註
4
『
源
信
』
三
三
頁

6　

梅
津
二
郎
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。
光
明
真
言
に
よ
る
功
徳
を
描
く
。
滋
賀
・
明
王
院

　
　

所
蔵
。
奥
書
に
よ
り
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
の
制
作
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
梅

　
　

津
次
郎
「
光
明
真
言
功
徳
絵
詞
」『
美
術
研
究
』
第
一
一
二
号
所
収
、
一
九
四
一
年

7　

食
物
連
鎖
の
図
像
は
、
羅
刹
鬼
を
含
む
も
の
と
含
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
本
作

　
　

の
他
に
、
極
楽
寺
所
蔵
「
六
道
絵
」、
当
麻
寺
所
蔵
「
十
界
図
屏
風
」、
明
王
院
所
蔵
「

　
　

光
明
真
言
功
徳
絵
詞
」
に
確
認
で
き
る
。

8　

中
野
玄
三
「
天
台
宗
の
六
道
絵
」『
佛
教
芸
術
』
第
一
七
二
号
所
収
、
一
〇
六
頁
、
一

　
　

九
八
七
年
、
宮
次
男
「
聖
衆
来
迎
寺
の
六
道
絵
」『
六
道
絵
』
第
二
七
一
号
所
収
、
至

　
　

文
堂
、
一
九
八
八
年
、
五
四
頁
、
前
掲
註
1
『
国
宝　

六
道
絵
』
所
収
、
加
須
屋
氏

　
　
「
全
場
面
解
説
六
畜
生
道
」、
二
八
八
頁
、
前
掲
註
3
加
須
屋
氏
論
文
、
四
六
― 

四
七

　
　

頁

9　

前
掲
註
3
加
須
屋
氏
論
文
、
四
四
―
四
六
頁

10 　
「
一
に
は
、
屎
泥
処
。（
中
略
）
昔
、
鹿
を
殺
し
鳥
を
殺
せ
る
者
、
こ
の
中
に
堕
つ
。」

　
　

前
掲
註
4
『
源
信
』
一
二
頁

11　

な
お
時
代
は
下
る
が
、
明
王
院
所
蔵
「
光
明
真
言
功
徳
絵
詞
」（
応
永
五
・
一
三
九
八
）

　
　

で
は
、
人
道
の
段
に
鹿
や
猪
の
狩
猟
の
図
像
を
描
く
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
殺
生
が
人

　
　

道
の
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

12 　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
九
第
三
「
内
記
慶
滋
保
胤
出
家
の
こ
と
」
や
『
日
本
霊
異
記
』   

　
　

巻
上
第
一
〇
「
子
の
物
を
偸
み
用
ゐ
、
牛
と
な
り
て
役
は
れ
、
異
表
を
示
す
縁
」、
同

　
　

第
二
〇
「
僧
、
湯
を
湧
か
す
薪
を
も
ち
て
他
に
與
え
、
牛
と
な
り
て
役
は
れ
、
奇
表
を

　
　

示
す
縁
」
な
ど
を
挙
げ
る
。
前
掲
註
3
加
須
屋
氏
論
文
、
四
四
頁
、
五
六
頁

13   

人
道
苦
相
Ⅱ
幅
色
紙
型
題
辞
「
愛
別
離
苦
者
依
癡
愛
非
悲
別　

離
怨
増
會
苦
者

宿
悪

　
　

申
現　

悪
成
怨
念
懐
害
心
求
不
得
苦　

者
食
不
滿
口
衣
不
隠
膚
風
雨　

侵
家
燈
燭
苦
光

　
　

五
盛
陰
苦
者
或
遇
火
災
或
逢
盗
賊
慮
外
細
苦
即
此
苦
相
」
前
掲
註
1
『
国
宝　

六
道

　
　

絵
』
所
収
、
山
本
聡
美
「
図
版
六
道
絵　

二
．
人
道
苦
相
Ⅱ
幅
」
九
二
頁

14 　

前
掲
註
4
『
源
信
』
三
九
頁
、
偈
は
大
正
蔵
一
二
、
六
一
二
下
頁
に
記
載

15  

「
一
に
は
頭
の
上
の
花
鬘
忽
ち
に
萎
み
、
二
に
は
天
衣
、
塵
垢
に
著
さ
れ
、
三
に
は
腋

　
　

の
下
よ
り
汗
出
で
、
四
に
は
両
の
目
し
ば
し
ば
眴
き
、
五
に
は
本
居
を
楽
し
ま
ざ
る
な

　
　

り
。」
前
掲
註
４
『
源
信
』
四
一
頁

16　

天
道
幅
色
紙
型
題
辞
「
忉
利
天
雖
快
樂
無
極
命
終
時
五
［
衰
相
］
有
悲
帝
釋
宮
中
永
斷

　
　

瞻
望
［
衆
車
苑
］
砌
無
復
能
見
劫
波
樹
下
［
白
玉
耎
石
］
絶
［
殊
］
勝
池
水
沐
浴
無
由

　
　

四
種
甘
露
［　

］
令
不
可
甞
五
妙
音　

樂
此
後
不
可
聴
」
前
掲
註
1
『
国
宝　

六
道

　
　

絵
』
所
収
、
山
本
聡
美
「
図
版
六
道
絵
一
二
．
天
道
幅
」
一
一
二
頁

17　

山
本
陽
子
「
聖
衆
来
迎
寺
本
六
道
絵
「
天
道
幅
」
小
考
」『
明
星
大
学
研
究
紀
要　

日

　
　

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
』
第
一
四
号
所
収
、
二
〇
〇
六
年

18   

前
掲
註
４
『
源
信
』
四
一
頁

19   

山
本
聡
美
氏
は
、
図
像
と
構
図
上
の
共
通
性
を
見
出
す
。
地
獄
道
幅
四
幅
に
共
通
し
て

　
　

描
か
れ
る
堅
牢
な
城
門
が
、
は
じ
め
の
等
活
地
獄
幅
か
ら
黒
縄
地
獄
幅
、
衆
合
地
獄
、

　
　

阿
鼻
地
獄
幅
へ
と
、
次
第
に
少
し
ず
つ
下
部
に
ず
れ
な
が
ら
連
続
す
る
よ
う
に
表
さ
れ

　
　

る
こ
と
は
、
地
獄
の
階
層
構
造
を
視
覚
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
山
本
聡
美
「
階

　
　

層
化
さ
れ
た
地
獄
：
聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
地
獄
幅
四
幅
お
よ
び
閻
魔
王
庁
幅
の

　
　

構
図
を
め
ぐ
っ
て
」『
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要
』
第
五
七
号
所
収
、
二
〇
一
一
年
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20   

山
本
陽
子
氏
は
、
天
道
幅
と
阿
修
羅
道
幅
に
図
像
、
意
味
上
の
対
応
関
係
を
見
出
だ
す
。

　
　

氏
は
ま
ず
天
道
幅
中
央
で
寝
そ
べ
る
人
物
は
、
阿
修
羅
道
幅
に
見
る
帝
釈
天
に
通
ず
る

　
　

装
束
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物
を
帝
釈
天
と
す
る
。
ま
た
阿
修
羅
道
幅
に
展
開
す

　
　

る
阿
修
羅
と
帝
釈
天
の
戦
闘
で
敗
色
濃
厚
な
の
は
阿
修
羅
の
軍
勢
と
見
、
勝
利
を
掴
み

　
　

天
人
と
し
て
豊
か
に
暮
ら
す
帝
釈
天
さ
え
も
、
終
に
は
こ
の
よ
う
な
悲
し
き
末
路
を
辿

　
　

る
と
い
う
一
連
の
話
を
想
定
す
る
。
前
掲
註
17
山
本
陽
子
氏
論
文

【
図
1
】
畜
生
道
幅

【
図
2
】
畜
生
道
幅　

使
役
さ
れ
る
馬

　

[

付
記] 

　

本
稿
の
執
筆
に
先
立
ち
、
平
成
二
七
年
夏
に
、
学
習
院
大
学
佐
野
み
ど
り
教
授
の
調
査
に

同
行
し
、
聖
衆
来
迎
寺
御
所
蔵
の
六
道
絵
一
五
幅
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

大
変
貴
重
な
機
会
と
こ
の
度
の
画
像
掲
載
の
ご
許
可
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
、
山
中
忍
恭
御
住

職
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
に
伴
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
佐
野
教
授
に
も
心

よ
り
御
礼
申
し
げ
ま
す
。
な
お
、
挿
図
は
全
て
泉
武
夫
・
加
須
屋
誠
・
山
本
聡
美
共
編
著
『
国

宝　

六
道
絵
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、二
〇
〇
七
年
）
か
ら
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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【
図
3
】
畜
生
道
幅　

食
物
連
鎖
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【
図
4
】
人
道
苦
相
Ⅱ
幅

【
図
5
】
人
道
苦
相
Ⅱ
幅　

四
種
の
馬

【
図
6
】
天
道
幅

【
図
7
】
天
道
幅　

白
象


